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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期
第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 17,238,402 18,225,159 23,230,544

経常利益 (千円) 470,736 882,712 602,490

四半期(当期)純利益 (千円) 317,229 970,763 384,829

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 322,909 936,355 407,733

純資産額 (千円) 15,377,354 16,277,994 15,462,178

総資産額 (千円) 22,105,117 24,120,543 22,799,939

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 52.66 161.14 63.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.6 67.5 67.8

　

回次
第72期
第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 64.52 124.56

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第72期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当企業グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したもの

であります。

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧州債務問題の深刻化やタイの洪水被害の影響から

後退局面となり、わが国経済においても東日本大震災による落ち込みからの持ち直しが見られましたが、

円高の長期化から景気の減速感が鮮明となっております。

当企業グループの業績に大きな影響を与える住宅投資につきましても、８月までは新設住宅着工戸数

の増加が見られたものの、その後は前年比マイナスが続いております。

このような状況の中、当企業グループにおいては、省エネ・節電に貢献する各種ＬＥＤ照明器具の新製

品を多数開発、10月にはＬＥＤ専用カタログも発行し、住宅・店舗・施設向けに増販を図ってまいりまし

た。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は18,225百万円(前年同期比5.7％増)、営業利益844百万

円(前年同期比84.9％増)、経常利益882百万円(前年同期比87.5％増)となりました。

四半期純利益につきましては、当期及び今後の業績見通しを踏まえ、「繰延税金資産の回収可能性の判

断に関する監査上の取扱い」(日本公認会計士協会監査委員会報告第66号)に基づき、繰延税金資産の回

収可能性について慎重に検討した結果、当第３四半期において法人税等調整額に△283百万円を計上し、

970百万円(前年同期比206.0％増)となりました。

当企業グループは照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグ

メント情報の記載を省略しておりますが、機種別の業績につきましては次のとおりであります。

①　ＬＥＤ照明器具

ＬＥＤ照明器具につきましては、省エネ・節電機器として注目を集める中、昨年５月に発刊いたしま

した新カタログにおいて約450点の新製品を掲載するとともに、その後もベースライト、ダウンライト、

シーリングライト等の各種新製品を順次市場投入、10月にはＬＥＤ照明器具1,200点を掲載したＬＥＤ

専用カタログを発行して、積極的な営業活動を展開してまいりました。

この結果、売上高は前年同期に比べ133.0％増の3,917百万円となりました。

②　蛍光灯照明器具

蛍光灯照明器具につきましては、白熱灯照明器具からのシフトが進んだ一方、シーリングライト、ダ

ウンライト等のジャンルにおいて品揃えを拡充したＬＥＤ照明器具に徐々に需要が移ってまいりまし

た。

この結果、売上高は前年同期に比べ3.3％減の9,763百万円となりました。
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③　白熱灯照明器具

白熱灯照明器具につきましては、エネルギー消費効率の良いＬＥＤ照明器具や高効率蛍光灯照明器

具へのシフトが進んだ結果、売上高は前年同期に比べ16.9％減の2,737百万円となりました。

④　高圧放電灯照明器具・その他

高圧放電灯照明器具・その他につきましては、施設物件の受注が減少した影響により、売上高は前年

同期に比べ16.5％減の1,806百万円となりました。

　
(2)　財政状態の分析

①　資産

当第３四半期連結会計期間末における資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて1,320百

万円増加し24,120百万円となりました。これは主に受取手形及び売掛金の増加449百万円や商品及び製

品の増加1,496百万円や原材料及び貯蔵品の増加356百万円に対して現金及び預金が1,188百万円減少

したこと等によるものです。

②　負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べて504百万

円増加し7,842百万円となりました。これは主に生産増強による仕入高増加で支払手形及び買掛金が

599百万円増加したことや未払法人税等の増加141百万円に対して賞与引当金が165百万円減少したこ

と等によるものです。

③　純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて815百

万円増加し16,277百万円となりました。これは主に業績改善等により利益剰余金が850百万円増加した

こと等によるものです。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、483百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,941,000

計 28,941,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,611,000 7,611,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数　100株

計 7,611,000 7,611,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 7,611,000 ― 3,105,500 ― 2,890,655

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 1,586,700
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,014,900 60,149 ―

単元未満株式 普通株式 9,400 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,611,000 ― ―

総株主の議決権 ― 60,149 ―

(注)　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーデリック㈱

東京都杉並区宮前一丁目17番５号 1,586,700 ― 1,586,70020.85

計 ― 1,586,700 ― 1,586,70020.85

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,139,565 3,951,074

受取手形及び売掛金 4,560,113 ※2
 5,009,288

商品及び製品 2,727,727 4,223,845

仕掛品 193,471 244,609

原材料及び貯蔵品 708,402 1,064,470

その他 296,832 672,284

貸倒引当金 △5,492 △6,155

流動資産合計 13,620,621 15,159,417

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,130,884 3,969,008

機械装置及び運搬具（純額） 108,872 89,651

土地 2,097,911 2,097,911

その他（純額） 322,339 433,174

有形固定資産合計 6,660,008 6,589,746

無形固定資産 1,123,950 1,116,846

投資その他の資産

投資有価証券 832,918 676,104

その他 574,798 591,000

貸倒引当金 △12,357 △12,572

投資その他の資産合計 1,395,359 1,254,532

固定資産合計 9,179,318 8,961,126

資産合計 22,799,939 24,120,543

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,269,218 ※2
 4,868,420

短期借入金 4,296 4,296

未払法人税等 60,238 201,913

賞与引当金 256,409 91,024

その他 930,168 1,076,868

流動負債合計 5,520,330 6,242,523

固定負債

長期借入金 28,322 25,100

退職給付引当金 517,807 554,667

役員退職慰労引当金 139,140 120,199

その他 1,132,160 900,058

固定負債合計 1,817,430 1,600,025

負債合計 7,337,760 7,842,548
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,105,500 3,105,500

資本剰余金 2,890,655 2,890,655

利益剰余金 10,778,282 11,628,561

自己株式 △1,393,349 △1,393,403

株主資本合計 15,381,088 16,231,312

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 79,434 42,864

その他の包括利益累計額合計 79,434 42,864

少数株主持分 1,655 3,817

純資産合計 15,462,178 16,277,994

負債純資産合計 22,799,939 24,120,543
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 17,238,402 18,225,159

売上原価 10,733,662 11,292,259

売上総利益 6,504,739 6,932,900

販売費及び一般管理費 6,047,924 6,088,160

営業利益 456,815 844,739

営業外収益

受取利息 1,230 1,988

受取配当金 15,306 17,025

デリバティブ評価益 4,115 －

助成金収入 5,855 －

その他 26,238 25,981

営業外収益合計 52,747 44,995

営業外費用

支払利息 4,673 4,602

借地権償却 23,809 －

その他 10,342 2,419

営業外費用合計 38,825 7,021

経常利益 470,736 882,712

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,192

固定資産売却益 782 －

貸倒引当金戻入額 822 －

特別利益合計 1,604 1,192

特別損失

固定資産除却損 9,099 14,330

投資有価証券評価損 － 20,370

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 76,804 －

資産除去債務履行時差額 ※1
 40,991 －

特別損失合計 126,896 34,700

税金等調整前四半期純利益 345,445 849,204

法人税、住民税及び事業税 29,096 198,955

法人税等調整額 △2,193 △322,676

法人税等合計 26,903 △123,721

少数株主損益調整前四半期純利益 318,541 972,925

少数株主利益 1,312 2,161

四半期純利益 317,229 970,763
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 318,541 972,925

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,367 △36,569

その他の包括利益合計 4,367 △36,569

四半期包括利益 322,909 936,355

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 321,597 934,193

少数株主に係る四半期包括利益 1,312 2,161
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

　１　保証債務

次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を行っ

ております。

　従業員 12,840千円

　１　保証債務

次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を行っ

ております。

　従業員 10,036千円

　２　　　　　　　―――――― ※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末日残高に含まれてお

ります。

　受取手形 50,350千円

　支払手形 49,176千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

※１　資産除去債務履行時差額

　　　資産除去債務の対象となった物件の一部について、ア

スベストの除去を当初の予定よりも著しく早期に

実施することによる差額であります。

　　　　　　　　　――――――

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は次のとおりであ

ります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

減価償却費 449,328千円 468,210千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 60,243 10.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年11月４日
取締役会

普通株式 30,121 5.00平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 60,242 10.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月７日
取締役会

普通株式 60,242 10.00平成23年９月30日 平成23年12月12日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・

同系列の各種照明器具を専ら製造販売しており、本社に営業本部を置くとともに各営業部が全国に配置

され、営業本部が包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグメント

情報は記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・

同系列の各種照明器具を専ら製造販売しており、本社に営業本部を置くとともに各営業部が全国に配置

され、営業本部が包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグメント

情報は記載を省略しております。

　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額 52円66銭 161円14 銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 317,229 970,763

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 317,229 970,763

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,024,294 6,024,236

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

第73期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当については、平成23年11月７日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議し、配当を行っております。

①　配当金の総額 60,242千円

②　１株当たりの金額 10.00円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月14日

オーデリック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　　橋　　一　　生    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    野　　田　　裕　　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー
デリック株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーデリック株式会社及び連結子会社の平成
23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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